
 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらしま １月号 
安来市立荒島小学校だより    令和３年１月２０日 

新年あけましておめでとうございます。地域の皆様、保護者の皆様におかれましては、新しい年を元気にお

迎えのことと心よりお喜び申しあげます。 

昨年は、荒島小学校の教育活動に対しまして、心温まるご支援とご協力をいただき、誠にありがとうござい

ました。本年も変わりませず、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、今年はコロナ禍での新年となりました。今は、一日も早く、「当たり前」の日々に戻れることを願う

ばかりです。昨年ほど、「当たり前」の「ありがたさ＝有り難さ」を痛感させられた１年はなかったように思

います。 

特に、本校においても、「できるかできないかではなく、どうすればできるかを考えてみよう！」に重点を

置いて取り組んできた１年間でした。 

２学期は、保護者の皆様のご理解やご協力のおかげで、校内運動会、学習公開日、学習発表会など、たくさ

んの大きな行事を実施することもできました。なかなか例年通りの内容ができない場合でも、中止してしまう

のではなく、こうすればできるのではないかと、教職員で意見を出し合ったり、子どもたち自身も「このよう

なことがしてみたい」とアイデアを出したりすることで、制限のある中、これまで以上に盛り上がったり、成

就感を感じられたりした行事や活動もたくさんありました。 

いよいよ今年度の締めくくりの３学期に入りました。３学期は、学習面や生活面の復習、まとめを行う中で、

さらに自分自身を見つめ、できるようになったこと、これからできるようにしたいことなどを明らかにし、進

級や進学に向けての準備期間となります。復習のことを「おさらい」と言いますが、「おさらい」の語源は、

池や溝の泥などをすくいとって除く、あの「浚う（さらう）」です。 

溝を何度もさらってきれいにするように、わからない部分という「泥」がなくなるまで、何度でも「おさら

い」をしていきたいものです。  

年明け早々１１都府県において、緊急事態宣言の再発令があったことなど、まだまだ「ソーシャルディスタ

ンス」「換気」「マスクの着用」「手洗い」「手指消毒」等、感染防止対策への気持ちを引き締めながら、毎日を

送らなければならない状況であります。しかし、人と人とが「心を結ぶ」ことによって大きな力が生まれ、こ

れまで不可能と思っていたことも可能となるのではないかと信じたいと思っています。 

子どもたちには、学級、学年、そして学校の友だちや、家族、地域の皆様と「心を結び」ながら、新たな目

標に向かってさらに前進する１年にしてほしいと思います。保護者・ご家族・地域の皆様には、今年も子ども

たちを見守り、ご協力・ご支援を賜りますようよろしくお願い申しあげます。 

 

 

 

～心も体もたくましく、ありのままの自分を表現できる子どもの育成をめざして～ 
 １月８日撮影 

２０２１年のスタート！ 今年もよろしくお願いします 

 

   

 

 

 

寒波の影響による臨時休校のため、１月８日（金）の予定だった３学期の始業式を１月１２日（火）に行いまし

た。体育館の照明工事のため、2 学期の終業式同様、校長室からリモートで、子ども達に以下のようなお話をしま 

した。 

今年の干支は、「うし」です。「うし」は、昔から肉や牛乳などの食料だけでなく、農作業やものを運ぶときの力

として、人間の生活に欠かすことのできない動物でした。また、菅原道真公をまつった太宰府天満宮をはじめとす 

るたくさんの「天神さん」でまつられている神様に近い動物として大切にされてきました。このうしにちなんで、

クイズを３問出しました。どんなクイズを出したかというと・・・ 

 

１．牛には、胃袋（食べ物がたまるところ）がいくつあるでしょうか？ 

    ①１つ ②４つ ③８つ   

 ・正解は、②４つです。人間をはじめ、多くの動物は胃がひとつしかありませんが、牛はなんと 4 つも胃を持

っています。しかもその容量はとても大きく、ひとつめの胃（ミノという）はなんとドラム缶サイズだそう

です。４つの胃で分解しにくい草を栄養に変えているそうです。なかなか分解できないものは、もう一度口

に戻して、噛み直すそうです。 

２．牛は１日にどのくらいの時間ねるのでしょうか？ 

    ①３時間 ②１０時間 ③２０時間 

 ・正解は、①３時間です。食べたあとにすぐ横になっていると「牛になっちゃうぞ」って言われたことのある

人はいませんか？牛はいつもダラダラと寝ているイメージがそれだけ強いのでしょうが、実は牛はあまり寝

ません。1日の睡眠時間はわずか 3時間程度。のんびりしていることが多く、動きがゆったりしていること

は間違いありませんが、睡眠時間はとても少ないということです。 

３．牛は１日にどのくらいの草を食べるのでしょうか？ 

    ①１０キロ ②３０キロ ③８０キロ 

・正解は、③８０キロです。牛は、１日の約半分１２時間ぐらい、ずっと草を食べているそうです。みんなの

中にも食いしん坊さんはいるでしょうが、さすがに１２時間は食べ続けられないと思います。 

頭をひねりながらも全問正解した子がたくさんいたようです。 

 

今年は、十二支で２番目の年！昨年のねずみ年にまいた種が発芽に備えて大きく成長する年と言われています。

コロナ禍の今こそ、先を急がず、一歩一歩着実に物事を進めることが大切だと思います。 

荒島っ子にとっても、自分の目標やめあてに向かって、失敗やまちがいをたくさんしながら、 

目の前の自分の仕事をしっかりこなしていってほしいと願っています。その積み重ねがいい結果や 

将来の成功につながっていくと思います。 

 

３学期はわずか５０日間（６年生は４７日）。１日１日を大切にして、次の学年につなげていく準備期間になるよ

う応援していこうと思っています。 

 

 

 

  

 

始業式では・・・こんな話をしました 

 

 

「丑」は中国で生まれた漢字です。手で何かを掴もうとする様の象形文字で、「からむ」という意味 

があるそうです。植物の種の中で、芽が出るまでからみあっている様子を表します。これを庶民に早く 

覚えさせる目的で、動物の「牛」の意味が与えられました。 

丑の元の意味の「からむ」にちなみ、種子の中で芽が発芽に備え、エネルギーを蓄えている時期として、単に結

果を求めるのではなく、結果につながる道をコツコツと作り、基礎を積み上げていく年ともされています。目標を

立てて、地道に努力をする大切さを私たちに教えてくれています。  

子どもたちは、新年にあたってどんな目標を思い浮かべたでしょうか。子どもたちそれぞれに、胸ふくらませる

思いがあると思います。子どもたちの目の輝きを大切にしながら、日々の実践を進めていきたいと考えております。 

 

うし？ ウシ？ 牛？ 丑？ 丑年の本当の意味 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１５日（金）５年生が理科の授業を公開しました。単元は、「もののとけ方」です。授業は、その導入でした。

まず、「とける」ということに着目し、ものをとかしたこれまでの経験について話し合いました。チョコレートを湯

煎でとかしたこと、氷をとかしたこと、コーヒーに砂糖やクリームをとかしたこと、胃液でものがとけること、入

浴剤をお風呂でとかしたこと、プロテイン、ジャム・・・・・それぞれが「とける」ということをイメージしなが

ら、経験を語ってくれました。 

次に各グループに配られた「白い粉」をルーペで観察したり、手触りを確かめたりしました。 

「四角い」「立方体みたい」・・・「白い粉」が食塩であるということを知りました。 

そして、いよいよ食塩の入った不織布パックを水の中へ！「滝みたい」「ニョロニョロは何？」 

「食塩のカーテンみたいだね」「なぜ、下に沈むの？」「だんだん出なくなったよ」「食塩はどこに 

行ったんだろう？」「もっととかしてみたいな」「水の中にあるとしたら、どうやって確かめればいいのだろう？」・・・

子ども達から、たくさんの発見や疑問、やってみたいことが出てきました。 

出てきた意見は、みんなで整理し、「学習課題」としてこれからの授業で取り扱う予定です。ビーカーの中をのぞ

く子ども達の輝く瞳！とてもすてきでした。 

 

ものがとけるっておもしろい！ ５年生理科の授業より 

 

 

 

来る１月２９日（金）～２月２日（火）まで、安来市小

中学校特別支援学級合同作品展「ふれあい広場」が安来プ

ラーナ 2 階多目的ホールで開催されます。 

本校からも「にこにこ学級」9名の子ども達の作品が展

示されます。みんなで心を込めて作ったポスターは、校舎

内のいろいろな所に、手分けして貼りました。 

先日は、１年生３人が校長室や職員室に来て、 

ポスター掲示のお願いをしました。「しつれいし 

ます」「ポスターをはらせてください」「しつれい 

しました」というあいさつに加え、先生達の 

いろいろな質問にも上手にこたえてくれました。 

当日は、図工で作ったいろいろな作品が展示されます。

ぜひご来場いただき、子ども達の力作をご覧ください。 

               
 

 
子ども達の間で・・・というよりも全国的

に、世代を超えて爆発的な人気の「鬼滅の刃」！ 
私自身も遅ればせながら、現在、単行本を１６巻

まで読んでいるところです。 
なぜ、これほどまでに人の心をとらえるのでしょ

うか？「人のために、努力を惜しまないこと」「人を
大切に思う心」「相手にも大切な命があること」・・・
まだ読み切っていないので、すべてはわかりません
が、人が生きていく上で、忘れてはならないたくさ
んの大切なことが描かれているような気がします。 
ところで！？「鬼」と言えば、もうすぐ節分！今

年も「心の中の鬼をやっつけろ！」という「校長室
からの挑戦状」を出したいと思います。 
ぜひ、この機会に、炭治郞のように、「全集中」で

心の中の鬼を見つけて、退治してほしいと思います。 
挑戦の仕方は、後日お知らせします。たくさんの

挑戦を待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期は、学校にとっても今年度の教育活動を振り返り、反省を踏まえて改善策を考え、令和３年度の教育計画

を立てていく時期にあたります。とは言っても、今年度は、コロナ禍のため、多くの教育活動が当初の予定通りに

行えなかったため、教育活動の評価が難しい面もあります。 

一方で、これまで当たり前のように行っていた学校行事の中には、３密を避けたり、実施時間を短くしたりする

ため、内容を見直したり削減したりしたことで、本当に必要だったのか、あらためて見直すきっかけになったもの

もたくさんありました。 

学校教育は、時代の要請に応じて新しい教育課題を取り込む一方、これまでの慣例を大切にするあまり、なかな

か思い切った教育活動の精選ができずに、様々な活動や内容を抱え込みすぎてしまっているところがあります。 

今年度一年は、これまでなかなか見直すことができなかった教育活動を大きく見直すきっかけにしたいと考えて

います。 

企業の経営同様、学校経営においても、「ＰＤＣＡサイクル」と言う言葉をよく使います。 

それは、「Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action（改善）の４段階を繰り返 

すことによって、業務を継続的に改善すること」です。このサイクルの積み重ねが組織を成長 

させ、目標達成へと導くのだと考えられています。しかし、目標の達成は学校内だけで叶うも 

のではありません。応援してくださる外部の力あってこその目標達成と考えています。 

保護者の皆様、地域の皆様、市教委をはじめ、近隣の小中学校、様々な施設・団体等に支えていただいているこ

とを日々実感し、深い感謝の気持ちでいっぱいです。現在、コロナ禍においては、なかなか外部のお力を得ること

が難しいのですが、いつも応援してくださっていることを感じています。 

今後も荒島の「ひと・もの・こと」を融合させて、大きな組織「チーム荒島」だということを、子どもたちにも

伝えていきたいと思います。 

保護者の皆様におかれましても、今年度１年間のお子様並びに本校の教育活動を振り返っていただき、後日配布

します学校評価保護者アンケートの記入をよろしくお願いいたします。 

ぜひお出かけください！ 
～ふれあい広場～ 

 

 

 

３学期に入ってから、度重なる寒波の影響で、積雪

が多くなっています。 

児童の登下校にあたり、歩道の除雪作業をしていた

だいた地域の皆様、保護者の皆様、安来市関係の皆様、

たいへんお世話になりました。 

おかげさまで、子ども達は毎日 

無事に登校することができていま 

す。ありがとうございます。 

今後ともよろしくお願いいたし 

ます。 

 
 
明日は、学習公開日です。コロナ禍の今年度にあって、

２回目の公開日となります。全学級「人権」に関する授
業を行います。 
今回も事前の健康観察やマスクの着用、手指の消毒等、

たいへんお手数をおかけしますが、何卒よろしくお願い
いたします。（くわしくは１／１８配布のお便りをご覧く
ださい） 
なお、授業公開後は、初めての学級懇談会も行います。

こちらの方もよろしくお願いいたします。 
 
※３年生以上は、冬休みに頑張った書き初め作品も掲
示しています。力のこもった作品をご覧ください。 

 

 

 

 

校内書き初め展 

 今年度の振り返り ～学校評価保護者アンケートよろしくお願いします～ 

 

【主な行事予定】 

２月  １日（月）にこにこ学級ふれあい作品展見学 
        トレバー先生来校 

    ２日（火）お話タイム 一日入学・説明会 
    ３日（水）代表委員会 ロング昼休み 
    ４日（木）三中入学説明会 ♪タイム（５年生） 
    ５日（金）学校訪問 ⑤３年生研究授業 
    ８日（月）トレバー先生来校 ⑥児童委員会 
    ９日（火）お話タイム 

１１日（木）建国記念の日 
   １２日（金）安松先生来校 ３年生安来節体験 
   １５日（月）トレバー先生来校 
    
 
 

１６日（火）お話タイム  
学習公開日 ⑤公開授業 学級懇談 

１７日（水）①漢字・計算大会  
１９日（金）②児童総会 
２２日（月）トレバー先生来校 
２３日（火）天皇誕生日 
２６日（金）6 年生を送る会 
 

 

 

 

国の GIGA スクール構想を受けて、安来市においても、これまで電子黒板やデジタル教科書等が導

入されてきました。そして、いよいよ３学期には安来市全小中学校に１人１台のタブレット端末（Ｃｈｒｏｍｅ-

ｂｏｏｋ）が配備されます（荒島小は２月１８日予定）。 

PC を通して、様々な情報が手軽に入手できるようになったり、多くの人の情報共有がしやすく 

なったりしますが、自ら体験したり考えたりすること、友達の意見に耳を傾け、自分の考えを深める 

といった不易の部分は、これまで通りで変わることはありません。かえってより大切になってくるの 

ではないでしょうか。 

これまでの学習を大切にしながらも、「新しい学び」を積極的に取り入れ、子どもたちの成長を図るべく、毎日

の授業を改善していきたいと考えています。 

予告！ 

いつもありがとうございます！ 明日は学習公開日です！ 

１人に１台 タブレット端末が配備されます！ 


